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市役所からのお知らせ

泉大津市・高石市・忠岡町の
気になる情報をお届けします！

羽衣七夕まつり
　ステージイベントやお祭り屋
台が出店。夏の夕暮れ
を羽衣で過ごしてみま
せんか。
日時　8月３日（日）
　　　16:00 ～ 20:00
場所　羽衣駅西側特設会場　
問合先　高石商工会議所
　　　　☎(264)1888

企画展「大園（おおぞの）　
-古代王権の地域デザイン-」
　大園遺跡は泉大津市・和泉市・高
石市にまたがって広がる重要遺跡で
す。長年にわたるこの遺跡の発掘調
査成果を振り返り、泉州北部の特質
について考える企画展を開催します。
日時　7 月 19 日～9 月 21 日　　
　　 　9:30 ～ 17:00
休館日　毎週月曜日(ただし期間中
　　　　の祝日は開館）、7月22日、
　　　　8月12日、9月16日
場所　府立弥生文化博物館
参加費　一般 430円、65歳以上・高
　　　　大生 330円
問合先　府立弥生文化博物館
            ☎0725(46)2162

▲詳細はこちら

「おはなし会」が土曜日に
お引っ越し！

　忠岡町図書館で毎週水曜日に開催し
ていた「おはなし会」が、より多くの
人に楽しんでいただけるよう、７月よ
り毎週土曜日に変更となります。ぜひ
この機会にご参加ください。
日時　毎週土曜日（休館日を除く）　
　　　15:00~約 10分
場所　忠岡町図書館（忠岡町忠岡南
　　　１丁目 18番 17号）
対象　5歳前後のお子さま(親子での
　　　参加可）
内容　絵本などの読み聞かせ
参加費　無料
申込　不要
問合先　忠岡町図書館
　　　　☎0725(33)1153

詳しくはこちら▼

HP 未作成

▲詳細はこちら

２市１町おトクなクーポンdeグルメ旅とは
阪神高速沿線の「高石市」、「泉大津市」、「忠岡町」（２市１町）の自慢の地元グルメを提供する合計 38店舗で利用できるクーポン券や２市１
町のご当地キャラクターのオリジナルグッズ（全３種類）などが入ったクーポン BOXを、2025年夏に阪神高速４号湾岸線 泉大津パーキング
エリアにて販売開始。クーポン BOXは 500円（現金のみ）で販売され、1,000 円分、2,000 円分、3,000 円分のいずれかのクーポン券が入っ
ています。必ず購入金額以上のクーポン券が入っているので、とってもおトクなキャンペーン！
この夏は、クーポン券を持って、クルマで２市１町のまちを巡りながら、あなたにピッタリの素敵なお店を見つけるグルメ旅に出掛けてみよう！

7月4日～8月31日
午前６時～午後1０時 

7月4日～９月30日

販売場所

クーポン券販売期間 クーポン券利用期間

問合先：阪神高速道路 (株 ) おトクなクーポン deグルメ旅キャンペーン運営事務局（事業開発部内）☎06-6576-1484（阪神高速お客さまセンター）

２市１町おトクな

阪神高速 4 号湾岸線泉大津 PA(海側/大阪市内方面行)11階
※泉大津ＰＡは、一般道からの入場不可

詳しくは
こちらから
詳しくは
こちらから
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「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」の
更
新

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
及
び

「
限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
は
毎
年
8
月
1
日
が
更

新
時
期
と
な
り
ま
す
。7
月
末
ま

で
有
効
の
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

へ
、
8
月
1
日
か
ら
利
用
い
た
だ

け
る
認
定
証
を
7
月
下
旬
ま
で
に

発
送
い
た
し
ま
す
。な
お
、マ
イ
ナ

保
険
証
を
ご
利
用
の
方
は
、
認
定

証
の
提
示
が
不
要
で
す
。

▼
自
動
更
新
の
対
象
に
な
ら
な
い
方

　
所
得
の
申
告
が
な
い
世
帯
や
滞

納
の
あ
る
世
帯
は
自
動
更
新
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
例
年
通
り
窓

口
で
再
申
請
が
必
要
で
す
。70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、
所
得
区

分
が「
現
役
並
み
所
得
者
Ⅲ
」ま
た

は「
一
般
」の
方
は
、
発
行
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。認
定
証
が
な

く
て
も
限
度
額
が
適
用
と
な
る
た

め
、
病
院
の
窓
口
で
は
保
険
証
ま

た
は
資
格
確
認
書
と
高
齢
受
給
者

証
の
2
点
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎(

275)

６

３
７
４

8
月
1
日
か
ら
高
齢
受
給
者

証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
70

歳
～
74
歳
の
方
に
、
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
７
月
下
旬
ま
で
に
送

付
し
ま
す
。現
在
お
持
ち
の
高
齢

受
給
者
証
は
7
月
末
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
8
月
以
降
は

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。高
齢
受
給
者
証
は
、毎

年
8
月
1
日
を
基
準
に
、
70
歳
～

74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方
に
つ
い
て
、
同
一
世
帯
の
住

民
税
課
税
所
得
に
応
じ
て
、
負
担

割
合
を
2
割
ま
た
は
3
割
と
判
定

し
、
有
効
期
限
を
更
新
し
て
い
ま

す
。

▼
新
た
に
70
歳
に
な
る
方
へ

　
新
た
に
70
歳
に
な
る
方
は
、
誕

生
月
の
翌
月
（
1
日
生
ま
れ
の
方

は
誕
生
月
）
か
ら
高
齢
受
給
者
証

の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

高
齢
受
給
者
証
を
誕
生
月
下
旬

（
1
日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
前

月
の
下
旬
）ま
で
に
お
送
り
し
ま

す
。医
療
機
関
で
は
保
険
証
ま
た

は
資
格
確
認
書
と
高
齢
受
給
者
証

の
両
方
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用

の
方
は
提
示
不
要
で
す
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎(

275)

６

３
７
４

被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
確

認
書
が
変
わ
り
ま
す

　
令
和
7
年
8
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
資
格
確
認
書
が
桃
色
に
変

わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
資
格
確
認
書
は
、
7
月

下
旬
ま
で
に
簡
易
書
留
で
送
付
し

ま
す
。有
効
期
限
は
令
和
８
年
7

月
31
日
ま
で
の
1
年
間
で
す
。お

手
元
に
届
い
た
と
き
か
ら
使
用
で

き
ま
す
。現
在
お
持
ち
の
被
保
険

者
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
（
薄
緑

色
）の
有
効
期
限
は
、令
和
７
年
7

月
末
日
ま
で
で
す
。そ
れ
以
後
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。有
効
期
限
の
過
ぎ
た
被

保
険
者
証
ま
た
は
資
格
確
認
書

（
薄
緑
色
）は
、
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。　
な
お
、令
和
8
年
7
月
31
日

ま
で
は
、
す
べ
て
の
被
保
険
者
の

方
に
、
資
格
確
認
書
を
交
付
し
ま

す
。令
和
8
年
8
月
1
日
以
降
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
に

は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」を
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い

方
に
は
引
き
続
き「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
予
定
で
す
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎(

275)

６

３
９
２

高陽 校区
第 1 区 阪口久和
第 2 区 舩冨宣夫
高石綾園住宅 渡辺純子
高 南 藤本睦朗
綾園7丁目 明石　進
高石サンタウン 小野貴子

羽衣 校区
第 11 区 大野義朗
第 12 区 吉田和光
第 13 区 田村正志

清高 校区
綾 井 奥田厚雄
大 園 仲尾　登
平坂荘園 山路駒子
朝日荘園 林田幸利
大 一 漆本壽子
昭 和 園 二宮サキ子
高石スカイハイツ 佐治哲夫
西取石7丁目 藤田政明
コーポ綾園ふれあい 阪田昌昭

取石 校区
土 生 嶋田豪洋
新 家 北川隆雄
富 木 寺島　誠
富木府住 譜久山誠
富 之 里 小谷哲夫
富木南住宅 西川りえ
新家住宅 寺尾菜緒子
取石住宅 東向郁子
取石中央 金崎誠寛
取石第一住宅 大西義浩
取 石 3 区 増田敬子
南 取 石 上月春三
JR富木社宅 松原昴輝
大 歳 髙峰惠子
ワイズシティ高石 井手卓也

加茂 校区
綾井住宅 榎　克彦
綾井南海住宅 西川浩二
西取石三丁目 森本正道
自 由ヶ丘 柴田正明
伽 羅 橋 荘 苑 澤田　滋
高石D地区 川崎豊紀

高石 校区
第 ３ 区 木下敏朗
第 ４ 区 阪口　茂
第 5 区 船留眞一
第 6 区 森　博英
第 7 区 関　正男
第 8 区 井上博行

東羽衣 校区
旭 ヶ 丘 竹内愼一
第 ９ 区 池邊俊朗
第 10 区 原野昭夫
第13区東羽衣 鈴木　保
羽衣荘園地区 隈元英輔
東羽衣荘苑 植松　隆

令和７年度の
地区自治会長が
決まりました。
　各自治会では会員の自主
的な協力のもと、生活環境の
向上と会員相互の親睦を深
め、明るく住みよい「まちづく
り」を推進しています。
　また、まちの美化や自主防
災活動・防犯活動の推進、防
犯灯の維持管理、レクリエー
ション活動の普及、広報紙な
どの配布、回覧や会報などに
よる情報提供等、様々な事業

を行っています。

問合先　　秘書課
　　　　　☎（275）6814

《連合自治会の役職》
会 長 藤田政明 会 計 明石　進 理 事 舩冨宣夫 理 事 榎　克彦
副 会 長 森　博英 会 計 吉田和光 理 事 関　正男 理 事 竹内愼一
副 会 長 嶋田豪洋 会計監査 柴田正明 理 事 井上博行 理 事 池邊俊朗
副 会 長 小谷哲夫 会計監査 譜久山誠 理 事 山路駒子 （敬称略・順不同）

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

募
集
と
案
内

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の 

簡
易
申
告
制
度

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
賦
課
決
定
や
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
限
度
額
判
定
の
た
め
に
、

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
所
得
額（
所
得
額
が「
0
円
」

の
場
合
も
含
む
）
の
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。申
告
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
健
幸
増
進
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎(

275)

６

３
９
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

決
定（
本
算
定
）

　
令
和
7
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
決
定（
本
算
定
）に
伴

い
、
被
保
険
者
の
皆
様
に
保
険
料

額
決
定
通
知
書
及
び
納
入
通
知
書

（
一
体
型
）を
7
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

　
保
険
料
の
納
入
方
法
は
、「
特
別

徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）」と
、

納
付
書
や
口
座
振
替
等
で
納
め
て

い
た
だ
く「
普
通
徴
収
」の
2
通
り

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
に
被
保
険
者

と
な
っ
た
方
は
、
資
格
を
取
得
し

た
月
か
ら
月
割
で
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
特
別
徴
収

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給

者
は
、
毎
年
度
4
月
か
ら
年
6
回

の
年
金
支
給
の
際
、
保
険
料
を
天

引
き
で
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。な
お
、年
金
額
が
年
額
18
万
円

以
上
で
あ
っ
て
も
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
算

額
が
、
対
象
と
な
る
年
金
受
給
額

の
2
分
の
1
を
超
え
る
方
や
そ
の

他
の
事
情
の
あ
る
方
は
、
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。

※
特
別
徴
収
は
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。希
望
す

る
方
は
通
帳
・
届
出
印
・
被
保
険

者
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
を
持
参

の
う
え
、
健
幸
増
進
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
は
、
7
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

の
9
期
割
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎(

275)

６

３
９
２

限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
廃
止
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

は
発
行
さ
れ
な
く
な
り
、
資
格
確

認
書
に
限
度
（
所
得
）
区
分
が
併

記
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
限
度
（
所
得
）
区
分
が
併
記
さ

れ
た
資
格
確
認
書
を
医
療
機
関
に

入
院
や
通
院
の
際
に
窓
口
で
提
示

す
る
と
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

（
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
）
に
属
す
る
被

保
険
者
は
、
医
療
費
と
食
事
代
、

現
役
並
み
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
被
保

険
者
は
、
医
療
費
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る
限
度

額
適
用
認
定
証
お
よ
び
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

有
効
期
間
は
7
月
末
日
ま
で
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
認
定
証
の
交
付
を
受

け
て
い
な
か
っ
た
方(

新
た
に
対
象

と
な
っ
た
方
を
含
む)

が
資
格
確
認

書
へ
の
併
記
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

資
格
確
認
書
を
持
参
し
、
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
既
に
交
付
済
の
方
は
、
７
月
に

発
送
予
定
の
資
格
確
認
書
に
自
動

的
に
併
記
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

は
引
き
続
き
申
請
に
よ
り
交
付
さ

れ
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎(

275)
６

３
９
２

保 険 料

対 象 者

年金受給額

全額を免除

全額免除

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

納付を猶予

納付猶予
（50歳未満）

年金額には反映しません

申請者及び配偶者のそ
れぞれの前年所得が一
定額以下の方

対象期間 令和 7年 7月分～令和 8年 6月分の保険料

受給資格 年金を受けるための受給資格期間に算入されます

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の５
の金額

全額の保険料を納めた
場合と比べて２分の１
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

４分の３免除

保険料の４分の３の
金額を免除

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の６
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

半額免除

保険料の半額を免除

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の７
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

４分の１免除

保険料の４分の１の
金額を免除

　令和７年度（令和7年7月～令和8年6月）の免除・納付猶予を希望される方は、
市役所の国民年金窓口で手続きを行ってください（郵送手続きも可）。日本年金
機構が前年の所得などを審査した後、結果を通知します。なお、すでに納付され
た期間は、免除の対象とはなりません。

※４分の３・半額・４分の１免除は、それぞれ免除された保険料の残額を納めなければ免除期間とはなりません。

納付が困難な場合は、ご利用ください

保険料の免除・納付猶予制度

問合先　健幸増進課☎（275）6241

①年金手帳または基礎年金番号通
知書 ②令和6年１月１日以降に失
業した方は、雇用保険被保険者離
職票、雇用保険受給資格者証、雇
用保険被保険者資格喪失確認通知
書、上記書類に準ずる公的機関の
証明のうちいずれか１つ

■手続きに必要なもの国民
年金
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お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

募
集
と
案
内

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

使
っ
て
便
利
！
「
ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト
」「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
年
金
情

報
の
確
認
や
各
種
手
続
き
が
行
え

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
こ
と

①
ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認
②

将
来
の
年
金
見
込
み
額
の
試
算
③

ね
ん
き
ん
定
期
便
や
各
種
通
知
書

の
確
認
④
納
付
書
に
よ
ら
な
い
納

付
⑤
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替

の
申
出

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト
を
連
携
す
る
と
国
民
年
金
の

手
続
き
が
電
子
申
請
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
資
格
取
得
届
、
保
険

料
免
除・納
付
猶
予
申
請
書
な
ど
、

24
時
間
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
利
用
可
能
で
す
。

※
電
子
申
請
を
行
う
際
に
は
、
マ

　
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ

　
ポ
ー
タ
ル
の「
利
用
者
登
録
」の

　
準
備
が
必
要
で
す
。

問
合
先　
堺
西
年
金
事
務
所
☎
０

７
２（
２
４
３
）７
９
０
０

国
民
年
金
基
金
を
ご
存
知
で

す
か

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎
年
金
）に
上
乗
せ
す
る

公
的
な
年
金
で
す
。加
入
で
き
る

の
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
、
ま
た
は

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外

に
居
住
し
て
い
る
方
で
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

掛
金
は
、
希
望
さ
れ
る
年
金
の
型

と
口
数
・
年
齢
・
性
別
で
決
ま
り
、

受
け
取
る
年
金
額
が
わ
か
る
た

め
、
老
後
の
生
活
設
計
に
役
立
ち

ま
す
。ま
た
、掛
金
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
け

取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　
全
国
国
民
年
金
基
金
近

畿
支
部
☎
０
１
２
０(

６
５)

４
１

９
２

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

（
本
算
定
）を
送
付
し
ま
す

　
介
護
保
険
料
は
、
令
和
７
年
４

月
１
日
現
在
の
世
帯
構
成
と
令
和

６
年
中
の
所
得
金
額
に
応
じ
て
算

定
し
て
い
ま
す
。保
険
料
と
支
払

い
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
特
別
徴
収

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年

金（
老
齢
福
祉
年
金
は
除
く
）を
年

額
18
万
円
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
は
、
保
険
料
が
年

金
か
ら
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）

さ
れ
ま
す
。７
月
に
年
間
保
険
料

が
決
定
し
、仮
徴
収
期
間（
４
月
・

６
月・
８
月
）の
保
険
料
を
差
し
引

い
た
額
を
本
徴
収
期
間（
10
月・12

月
・
翌
年
２
月
）で
徴
収
し
ま
す
。

■
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、
納
付

書
や
口
座
振
替
等
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。７
月
に
年
間
保
険
料

が
決
定
し
、仮
徴
収
期
間（
４
月
・

５
月・
６
月
）の
保
険
料
を
差
し
引

い
た
額
を
本
徴
収
期
間
（
７
月
～

翌
年
３
月
）で
徴
収
し
ま
す
。

問
合
先　
介
護
保
険
課
☎(

275)

６

３
２
9

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
夜

間
・
休
日
交
付
窓
口

　
開
庁
時
間
中
に
来
庁
で
き
な
い

方
は
、
次
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
受
取
等
が
で
き
ま

す
。

日
時　
７
月
23
日（
水
）午
後
５
時

30
分
～
午
後
７
時
30
分
、
７
月
27

日（
日
）午
前
9
時
～
正
午

場
所　
市
役
所
本
館（
１
階
）

取
扱
業
務　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
取
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
保
険
証
の
紐
付
け
、
電
子
証

明
書
の
更
新
手
続
き

問
合
先　
市
民
課
☎（
275
）６
２
１

２定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
の

支
給

　
昨
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減
税

調
整
給
付
金
の
給
付
額
に
不
足
が

生
じ
る
方
等
に
支
給
し
ま
す
。対

象
者
に
は
７
月
下
旬
に
確
認
書
を

送
付
予
定
で
す
。届
い
た
方
は
内

容
を
確
認
し
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
者
で
あ
っ
て
も
確

認
書
が
送
付
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　
①
、
②
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
該
当
す
る
方

①
令
和
6
年
分
所
得
税
お
よ
び
定

額
減
税
の
実
績
額
等
が
確
定
し
た

の
ち
、
本
来
給
付
さ
れ
る
べ
き
所

要
額
と
、
調
整
給
付
額
と
の
間
で

差
額
が
生
じ
た
方

②
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
等
と
し

て
定
額
減
税
対
象
外
で
あ
り
、
か

つ
低
所
得
世
帯
向
け
給
付
の
対
象

世
帯
の
世
帯
主
・
世
帯
員
に
も
該

当
し
な
か
っ
た
方

問
合
先　
市
定
額
減
税
不
足
額
給

付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎（
275
）６

５
３
９

ご
み
の
出
し
方
は
適
切
に

　
ご
み
の
収
集
は
市
か
ら
委
託
さ

れ
た
収
集
業
者
が
行
う
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。特
に
粗
大
ご
み
を

無
許
可
の
事
業
者
に
譲
り
渡
す
こ

と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。適
切
な
ご
み
の

出
し
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
合
先　
環
境
政
策
課
☎（
275
）６

８
３
４

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
に

　
カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
、
生
ご
み
を
減

ら
す
、
生
ご
み
が
外
か
ら
見
え
な

い
よ
う
に
す
る
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
や

フ
タ
つ
き
の
ご
み
箱
を
使
う
等
の

対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
政
策
課�

☎（
275
）６

８
３
４
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意

を
！

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車

や
工
場
の
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る

窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
な
ど
が
、

太
陽
の
紫
外
線
に
反
応
す
る
こ
と

に
よ
り
生
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
人
体
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
目

や
の
ど
へ
の
刺
激
を
中
心
と
す
る

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
令
に
関
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
詳
細
な
情

報
発
信
を
「
大
阪
府
防
災
情
報
メ

ー
ル
」
に
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ご
登

録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
先　
環
境
政
策
課
☎(

275)

６

２
５
４

太
陽
光
発
電
お
よ
び
蓄
電
池
シ

ス
テ
ム
の
共
同
購
入
支
援
事
業

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
が
「
電

気
代
の
大
幅
な
節
約
」
に
繋
が
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

「
お
お
さ
か
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
」で
は
、太
陽
光
パ
ネ

ル
・
蓄
電
池
の「
共
同
購
入
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。み
ん
な
で

集
ま
っ
て
生
ま
れ
る
大
き
な
購
買

力
を
活
か
し
て
、
安
心
で
お
ト
ク

に
購
入
す
る
機
会
を
ご
提
供
す
る

事
業
で
す
。無
料
の
参
加
登
録
で
、

ご
自
宅
に
設
置
し
た
場

合
の
費
用
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
お
お
さ
か　
み
ん
な
の

お
う
ち
に
太
陽
光
事
務
局
☎
０
１

２
０（
７
５
８
）３
０
０

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。寄

附
対
象
事
業
に
て
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
株
式
会
社
ワ
ン
ノ
ブ
ア
カ
イ
ン

　
ド
様

寄
附
金
額　
希
望
に
よ
り
非
公
表

寄
附
対
象
事
業　
こ
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
る
事
業

・
一
般
社
団
法
人
Ｌ
Ｃ 

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ

　
Ｐ
様

寄
附
金
額　
10
万
円

寄
附
対
象
事
業　
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
健
康
づ
く
り
支
援
事
業

問
合
先　
地
域
創
生
課
☎（
275
）６

１
３
８

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業　
　

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
を

整
備

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
対
す
る
助
成
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
、

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
高
石
市
自
由
ヶ
丘
自
治

会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要

な
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
合
先　
秘
書
課
☎(

275)

６
８
１

４防
ご
う
、
熱
中
症

　
熱
中
症
の
約
4
割
は
住
居
や
室

内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。エ
ア
コ

ン
等
で
室
温
を
調
整
し
、
の
ど
が

渇
か
な
く
て
も
塩
分

を
含
ん
だ
水
分
補
給

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
な
ら
病
院

受
診
、
呼
び
か
け
に
反
応
が
な
け

れ
ば
救
急
車
を
要
請
、
判
断
に
迷

う
場
合
は
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

お
お
さ
か
#
7
1
1
9
ま
た
は

０
６（
６
５
８
２
）７
１
１
９
」へ
。

問
合
先　
堺
市
消
防
局
救
急
課
☎

（
238
）６
０
４
９

献
血（
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
）月
間

　
少
し
の
勇
気
で
多
く
の
命
が
救

わ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、献
血
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象　
男
性
17
歳
以
上
・
女
性
18

歳
以
上
の
い
ず
れ
も
体
重
50
㎏
以

上
の
方（
65
～
69
歳
の
方
は
、60
～

64
歳
の
間
に
献
血
さ
れ
た
事
が
あ

る
方
に
限
り
ま
す
。）

※
献
血
の
実
施
場
所
等

　
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
☎
０
１
２
０（
３
２
6
）７
５
９

今月が納期限の税金

〈固定資産税〉�
〈都市計画税〉�
第2期分

７月3１日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストア等で納めてください。

問合先　税務課☎（275）6094

国勢調査は、日本国内に住む全ての人と世帯を対象とする大切な統計調査です。
対象　20歳以上の方　　募集　200人程度
報酬　2調査区（約 100世帯）で約 10万円（予定）
従事期間　9月上旬～ 10月下旬（予定）
担当地域　ご希望の地域などを考慮して市が決定してお知らせします。必ず
しも希望地域になるとは限りませんのでご了承ください。
申込・問合先　7 月 15日までにWeb申込または申込書 (市ホームページか     
　　　　　　　らダウンロード可 )に必要事項を記入し総務課☎（275）6394
　　　　　　　まで郵送［〒592－8585 住所不要 総務課宛］

国勢調査員追加募集しています！
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市役所からのお知らせ

みんない
っしょに生きる社会を

　
「
こ
こ
ろ
の
病
」
と
言
っ
て
も
、
種
類
も
症
状
も

さ
ま
ざ
ま
で
、
原
因
が
分
か
っ
て
い
な
い
も
の
が

多
く
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た

場
合
で
も
、
ス
ト
レ
ス
が
き
っ
か
け
の
場
合
も
あ

れ
ば
、
身
体
の
病
気
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。こ
こ
ろ
の
病
で
通
院
や
入
院
を
し
て
い

る
人
た
ち
は
、
６
０
３
万
人（
令
和
５（
２
０
２
３)

年
厚
生
労
働
省
患
者
調
査
）
で
す
。ま
た
、
生
涯
を

通
じ
て
５
人
に
１
人
が
か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、「
こ
こ
ろ
の
病
は
特
別
な
人
が
か
か
る

も
の
」と
い
う
、
古
く
か
ら
の
慣
習
や
風
評
な
ど
か

ら
生
じ
る
先
入
観
や
偏
見
が
解
消
さ
れ
た
と
は
言

え
ず
、ま
た
、こ
の
た
め
生
き
づ
ら
さ
や
生
活
の
し

づ
ら
さ
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。こ

こ
ろ
の
病
は
誰
で
も
か
か
り
う
る
病
気
で
あ
り
、

こ
う
し
た
先
入
観
や
偏
見
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

【
主
な
こ
こ
ろ
の
病
と
そ
の
症
状
】

◎「
統
合
失
調
症
」

　

こ
こ
ろ
や
考
え
が
ま
と
ま
り
づ
ら
く
な
っ
て
し

ま
う
病
気
で
す
。幻
覚
や
妄
想
な
ど
の
陽
性
症
状

と
意
欲
の
低
下
、
感
情
表
現
が
少
な
く
な
る
な
ど

の
陰
性
症
状
が
あ
り
ま
す
。ま
わ
り
の
人
に
は
聞

こ
え
な
い
声
が
聞
こ
え
た
り
、
話
が
ま
と
ま
ら
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

◎「
う
つ
病
」

　

眠
れ
な
い
、食
欲
が
な
い
、一
日
中
落
ち
込
ん
で

い
る
、
何
を
し
て
も
楽
し
め
な
い
と
い
っ
た
こ
と

が
続
い
て
い
る
場
合
、
う
つ
病
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。も
の
の
見
方
が
否
定
的
に
な
り
、
自
分
は
ダ

メ
な
人
間
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎「
躁
う
つ
病
」

　

ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
活
動
的
な
躁
状
態
と
、憂
う

つ
で
無
気
力
な
う
つ
状
態
を
繰
り
返
し
ま
す
。

◎「
パ
ニ
ッ
ク
症
」

　

突
然
理
由
も
な
く
不
安
に
な
り
、
動
悸
や
め
ま

い
、発
汗
、窒
息
感
、吐
き
気
、手
足
の
震
え
と
い
っ

た
発
作
を
起
こ
し
、
そ
の
た
め
に
生
活
に
支
障
が

で
て
い
る
状
態
で
す
。

◎「
依
存
症
」

　

薬
物
使
用
や
飲
酒
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
の
行
為

を
自
分
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り
、
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
病
気
で
す
。買
い
物
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
へ
の
依
存
も
あ
り

ま
す
。

◎「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」

　

災
害
や
事
故
、事
件
な
ど
、個
人
で
対
処
で
き
な

い
よ
う
な
、
突
然
の
衝
撃
的
な
で
き
ご
と
の
影
響

で
、突
然
怖
い
体
験
を
思
い
出
す
、不
安
や
緊
張
が

続
く
、
眠
れ
な
い
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
態
が
何
か
月
も
続
く
と
き
に
は
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◎「
認
知
症
」

　

脳
の
機
能
が
低
下
し
、
記
憶
や
思
考
へ
の
影
響

が
み
ら
れ
る
病
気
で
す
。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
、血
管
性
認
知
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
は
、
決
し
て
特
別
な
人
が
か
か
る

も
の
で
は
な
く
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る

病
気
で
す
。ま
た
、
病
歴
は
要
配
慮
個
人
情
報
に
あ

た
り
、他
人
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
、本
人
が
不
当

な
差
別
や
偏
見
な
ど
の
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う

に
、取
扱
い
に
つ
い
て
は
、特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。こ
こ
ろ
の
病
の
病
歴
で
、
人
を
差
別

を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
・
生
活
相
談
課
☎（
275
）６
２
７
９

こころの病に関する人権

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r

※国民生活センター「見守り新鮮情報　第505号」から抜粋・イラスト黒崎 玄

スマホ等の ID・パスワードは、第三者に知られないよう適切に管理することが重要です。一方で、デ
ジタル遺品を確認する必要がある場合に、故人のスマホ等の ID・パスワードが分からずデータを調べ

られないという問題が発生しています。そのため、万が一の際に、遺族が故人のスマホ等をロック解除できる
ようにしておく必要があります。例えば、名刺サイズの紙にパスワード等を記入し、修正テー
プでマスキングなどした「スマホのスペアキー」を作り、万が一の際に家族がみつけられる場
所に保管しておく方法があります。毎月支払いが発生しているインターネット上の契約は、サー
ビス名・ID・パスワードを日頃から整理するほか、エンディングノートの活用も検討しましょう。

☎（267）5501

休業日 土・日曜日、祝日
時　間 9：00～16：45
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへポイ

ントポイ
ント

※来庁をご希望される場合は事前
　 にお電話ください
※休業日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

事例１ 亡くなった兄が生前利用していたネット銀行の口座を確認するため、携帯電話会社の店舗にスマホの画面ロック解除を依頼した。「初
期化はできるが、画面ロックの解除はできない」と言われた。これではデジタル遺品の確認ができない。（60歳代）
事例２ 夫が亡くなり携帯電話を解約した。最近、夫が契約していたスマホのセキュリティのサブスク契約が残っていることが分かり、事業者
に問い合わせると「すぐに解約するにはIDとパスワードが必要だ。それが分からなければすぐには解約できない」と言われた。（80歳代）

始めましょう！デジタル終活

み
ん
な
で
防
ご
う
！
特
殊
詐

欺
！

　　
令
和
７
年
3
月
27
日
に
特
殊
詐

欺
等
の
被
害
防
止
の
対
策
強
化
と

し
て
、「
大
阪
府
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
６
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

は
速
報
値
で
2
6
5
8
件
、
被
害

額
は
過
去
最
多
の
約
64
億
円
で
す
。

　
特
殊
詐
欺
に
は
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
条
例

の
詳
細
は
、
W
e
b
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
府
治
安
対
策
課
☎
０
６

(

６
９
４
４)

６
５
１
２

毎
月
勤
労
統
計
調
査　
　

「
特
別
調
査
」に
ご
協
力
を
！

　
本
年
7
月
31
日
、
常
用
労
働
者

1
人
～
4
人
を
雇
用
す
る
事
業
所

を
対
象
に
毎
月
勤
労
統
計
調
査

「
特
別
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。8

月
上
旬
か
ら
対
象
調
査
区
内
の
全

事
業
所
に
知
事
が
任
命
し
た
統
計

調
査
員
が
お
訪
ね
し
、
常
用
労
働

者
数
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

問
合
先　
府
総
務
部
統
計
課
☎
０

６(

６
２
１
０)

９
２
０
０

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

募
集
と
案
内

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス


